
陸前高田市まちなか再生計画の認定について①

●岩手県陸前高田市から申請があった「まちなか再生計画」について、平成２８年１月１５日に認定。

●認定後、まちづくり会社２社が、商業施設等復興整備補助金を活用し、かさ上げ後の新中心市街地に、商業集積の核となる大型商業施設を整
備する。

●生活に彩りを提供する個性を活かした地域交流型専門店街（A棟）と、食品スーパー、衣料大型店を中心とした生活利便商業施設（Ｂ棟）に、地
元の被災事業者等が出店する予定（平成２９年３月開業予定）。

①まちなか再生計画の認定

（復興庁・外部評価委員会）

②商業施設等復興整備補助金の交付

（中小企業庁）
③商業施設の建築・入居 ④商業施設の運営

○震災前の中心市街地を山側に移動・集約させた上で8m～10mかさ上げし、

新たな中心市街地を形成（計画区域：約26㏊）。

○新中心市街地に、商業集積の核となる大型商業施設や商店街を配置。高

台への円滑な避難のための道路ネットワークの整備と相まって、津波に対

する安全性が確保されたコンパクトなまちづくりを計画。

１．土地利用計画

○個性的な専門店街（Ａ棟）と生活利便商業施設（Ｂ棟）が、同一施設内の図書館
や大型ドラッグストア（C棟）のほか、近隣の商店街等と連携し、新たなにぎわいを
創出。

○Ａ棟・Ｂ棟は、まちづくり会社が建物を所有し、個々のテナントに賃貸。賃料を概
ね3,000円～5,000円/月坪程度に抑え、まちづくり会社の収益性を確保しつつ、
持続性の高い事業環境を提供。

〇Ａ棟・Ｂ棟とも、「津波・原子力被災地域雇用創造型創出企業立地補助金」の

「商業施設等復興整備補助事業」を活用して整備予定。

【Ａ棟】

○商業施設の建築面積約818坪、整備費約5.6億円、鉄骨造。

○入居テナント：小売店、本屋、飲食店等15店舗を予定。

【Ｂ棟】

○商業施設の建築面積約981坪、整備費約6.5億円、鉄骨造。

○入居テナント：食品スーパー、衣料大型店を中心とした５店舗を予定。

４．商業施設整備計画

５．事業実施体制

２．公共施設等配置計画

○ＪＲ大船渡線復旧や陸前高田駅の新駅舎の整備に合わせ、公共交通機

能の中心地点として、また、市の玄関口にふさわしい駅前広場を整備。

○文化施設、震災復興施設、まちなか広場、イベント広場など地元住民や

広域来場者を対象とした集客施設を整備。

３．導線計画・駐車場整備計画

○駅前広場から駅前通り周辺を、市の玄関口として整備し、駅利用者・来街

者の再生区域内の回遊を促進。

○再生区域の南側を東西に走る南幹線道路が、国道45号線や国道340号

線に繋がり、大船渡市方面や気仙沼市方面等広域からのアクセスを形成。

○中心市街地全体に市営駐車場（約970台分）をバランスよく配置。
〇主に出店者が出資・設立したまちづくり会社２社が、互いに連携しつつ、それ

ぞれの施設を整備・運営予定。

陸前高田市まちなか再生計画のポイント

●スキームの流れ



陸前高田市まちなか再生計画の認定について②
まちなか再生計画の対象区域の位置

棟別配置図（テナント型商業施設はＡ,Ｂ棟）

再生計画の区域

高田地区土地区画整理事業区域

商業施設整備予定地

（出展：平成25年11月 陸前高田市都市計画課資料）

商業ゾーン



● 平成２７年１２月２３日、宮城県女川町に共同店舗型商業施設（シーパルピア女川）が開業。
● ＪＲ女川駅前に、プロムナードや６棟の商業施設等を整備。商業施設には２７のテナントが出店。

【参考】女川駅前商業エリア（まちなか再生計画第１号認定）

「シーパルピア女川」の概要
・平成26年12月「女川町まちなか再生計画」認定
・建築面積約2,300㎡
・事業費6.9億円（うち、津波立地補助金（商業施設）4.8億円）
・女川町、商工会、観光協会等が出資した女川みらい創造㈱が整

備・運営
・小売14、飲食10、サービス3の27テナントが出店

●女川駅・ゆぽっぽ 女川フューチャーセンター
「Camass(カマス)」

●

交番
（暫定駐車場）

駐車場予定地
（年度内完成）

駐車場予定地
（年度内完成）

駐車場予定地

● ●

駐車場予定地

●

テナント型商業施設

シーパルピア女川
平成27年12月23日オープン

●

（仮称）物産センター
平成28年秋開業予定

●

駐車場予定地

国道398号
女川水産業体験館

「あがいんステーション」
女川町まちなか交流館
平成27年12月23日オープン

女川町駅前開発イメージ図平成27年８月撮影平成26年3月撮影

平成27年12月23日撮影
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